

























Era before the Reformation in the mid-16th century
 
of Scotland(3)
――On the Way to Modern Society――
久保田 義 弘


























































































ロンドンについたトマス・ウィアット（Thomas Wyatt the younger)웓(1521年生-1554年






















































1548年にイングランドにもどりマイルズ・コヴェルデールのConsiderations of the Augsburg Interimの

































































































































































































ギーズ家（The House of Guise)워웍の出身であったからであろう。
16世紀中頃には，スコットランドでも宗教問題は深刻になってきた。スコットランド王国
ではヨーロッパ大陸の国々と同様に，プロテスタントとカトリックの闘いと対立が深まって









年生-1550年没）によって開かれた。メアリ ・ーギーズ（Mary of Guise）はその娘であった。彼女には２
人の弟がいた。軍人で政治家であったフランシス（Francis of Lorraine）（1519年生-1563年没）と，枢






族の５代アーガイル伯アーチボルド・キャンベル（Archibald Campbel，5읜읕Earl of Argyl）
（1532あるいは1537年生-1573年没），４代モートン伯ジェイムズ・ダグラス（James Douglas，
4읜읕Earl of Morton）（1525年生？-1581年没）ならびに５代グレンケアン伯アレグザンダ ・ー
















































































































































































































ジェイムズ・へバーン（James Hepburn，4읜읕Earl of Bothwel）（1535年生-1578年没）で
あった。彼は，女たらしであった。1566年に彼は，４代ハントレー伯ジョージ・ゴードン（Goerge
 

















































（Henry Scrope，9읜읕Baron Scrope of Bolton)웍월(1534年生？-1592年没）のボルトン城
（Bolton Castle）に彼女の召使いと共に移動し，そこで半年間の監禁生活を送り，その後，
















































































































































参 考 文 献
マックス・ウェーバー 著（大塚 久雄訳）『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』岩波文庫 1989
年１月
リンダー・コリー 著（川北 稔監訳）『イギリス国民の誕生』名古屋大学出版会 2000年９月
スマウト，T,C.（木村 正俊監訳）『スコットランド国民の歴史』原書房 2010年11月
A.L.モートン（鈴木亮・荒川 邦彦・浜林 政夫訳）『イングランド人民の歴史』未来社 1976年
森 護 著『スコットランド王国史話』大修館書店 1996年12月
森 護 著『英国王室史話』大修館書店 1988年７月
David Ross,Scotland: History of  A Nation,Lomond Books 1998年
（くぼた よしひろ マクロ経済学と金融論専攻)
― ―62
スコットランド王国の宗教改革前夜⑶（久保田義弘)
